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業界団体「一般社団法人 日本健康食品工業会」設立のお知らせ 
 

株式会社 AFC-HD アムスライフサイエンス(本社：静岡県静岡市、会長：淺山雄彦)は、2025 年  

1 月、業界団体「一般社団法人 日本健康食品工業会」設立に際し、発起人となり、監事に就きまし

たことをお知らせいたします。これを良い契機にするべく、更なる健康産業の発展の一躍を担いたい

と考えております。 

 

１．設立の背景 

健康食品は、健康寿命の延伸や未病対策の観点から、社会的に重要な役割を担っています。しかし

近年、紅麹問題をきっかけとする安全性の懸念により健康食品に対する消費者の信頼が揺らぎ、景品

表示法に基づく初の措置命令、PRISMA2020 準拠の届出ガイドライン改正等の影響により業界全体

が大きな転換期を迎えています。 

紅麹問題を受け、政府は安全基準の厳格化を進め、業界全体に品質管理のさらなる強化を求めてい

ます。このような状況の中、健康食品のバリューチェーンを長年にわたり中心的な存在として支えて

きた受託（開発）製造企業は、製造プロセスの見直しや安全対策の強化を通じて、消費者の信頼回復

において、これまで以上に重要な役割と責務を担うこととなりつつあります。 

一方で、健康食品業界には販売会社・原料会社・受託（開発）製造企業が混在する業界団体は複数

あるものの、独立した受託（開発）製造企業のみが集う組織がなく、同業社間の横の連携が十分では

ありませんでした。そのような状況を改善し、加工会社の視点から健康食品業界全体の課題を解決す

ることで業界の健全な発展を推進することができる体制を構築することが必要であると判断しまし

た。 

こうした背景のもと、受託（開発）製造企業が主体となり、業界の適正かつ持続可能な発展と消費

者保護を目的に、「日本健康食品工業会」を設立いたしました。 

 

２．設立目的と主な活動内容 

本工業会は、受託（開発）製造企業の視点から業界全体の発展に寄与し、消費者に安心・安全

な健康食品を提供することを目的としています。主な活動内容は以下の通りです。 

 

• 受託（開発）製造企業特有の課題整理と解決策の推進 

• 加工会社の適正な利益確保とサステナブルな事業運営の推進 

• 加工の安全性向上を通じた業界の社会的地位向上 

• 健康食品の効能・安全性の向上と消費者信頼の回復 

• 既存団体との連携を通じた行政との対話の強化 
以 上 

 
 

※２、３ページ【ご参考】2025 年 2 月 6 日 一般社団法人 日本健康食品工業会 開示資料 

「一般社団法人 日本健康食品工業会 設立とメディア向け説明会開催のお知らせ」 



 

  

  

  

  

  



  

  

  

  

  

  

  

  


